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5. 評価書案に対する主な意見及びそれらについての実施者の見解の概要 

評価書案について都民等から提出された意見書の件数は、表 5-1 に示すとおりである。 

表5-1 意見書の件数 

意見書 件数 

都民等からの意見書 １ 

 

提出された意見の全文を掲載し、これとともに、意見に対する実施者の見解を以下に示す。 

 

5.1 都民等の意見書の見解 

(1) 環境影響評価の項目に関するもの 

項目 1.大気等 

意見の内容 実施者の見解 

工事用車両の走行に伴い発生する二酸化窒素及び

浮遊粒子状物質については周辺の大気環境への影響

が小さく、環境評価の指標を満足するとしている

が、区の調査結果では、臨海部はその他地域より二

酸化窒素濃度が高い傾向が確認されている。ついて

は、工事用車両からの土砂や粉じんの飛散防止、低

公害型の工事用車両の採用、工事用車両が一時的に

集中しないような計画的かつ効率的な運行管理等、

環境保全のための措置の徹底を図られたい。 

工事用車両の走行ルートは、沿道環境への配慮

のため、沿道に住居等が比較的存在しない湾岸道

路等を極力利用する計画としています。また、工

事用車両の走行に当たっては、土砂や粉じんの飛

散防止のため、必要に応じて出入口付近でタイヤ

洗浄を実施するほか、低公害型の工事用車両の使

用、工事用車両が一時的に集中しないよう、計画

的かつ効率的な運行管理、アイドリングストップ

等のエコドライブ実施等に努める計画としていま

す。 

 

項目 2.騒音・振動 

意見の内容 実施者の見解 

工事用車両の走行に伴う道路交通騒音・振動に関

しては、計画的かつ効率的な運行管理に努めるとと

もに、アイドリングストップ等エコドライブの徹底

など、騒音・振動の発生抑制に努められたい。ま

た、開催前及び開催後における建設機械の稼動に伴

う騒音・振動の影響は少ないと予測しているが、近

隣には教育施設、福祉施設等の公共施設や集合住宅

が立地する環境を考慮し、近隣住民からの苦情等に

は、窓口を設置するなど真摯に対応されたい。 

工事用車両の走行ルートは、沿道環境への配慮の

ため、沿道に住居等が比較的存在しない湾岸道路等

を極力利用するとともに、工事用車両の走行に当た

っては、法定・規制速度の遵守、アイドリングスト

ップ等のエコドライブ及び定期的な整備点検等によ

り、工事用車両の走行に伴う道路交通騒音・振動の

影響の低減に努める計画としています。 

また、公衆の見やすい場所に現場事務所等の連絡

先を表示し、住民からの問い合わせに対しては、迅

速かつ適切な対応を行う計画としています。 

 

項目 3.廃棄物 

意見の内容 実施者の見解 

施設整備により発生する廃棄物や競技大会後撤去

予定の設備については、全てリユース（再使用）・

リサイクル（再生利用）されたい。 

施設整備に当たっては、可能な限りレンタルやリ

ースを活用するとともに、施設整備や競技大会後の

施設の撤去により発生する建設廃棄物等については

再資源化施設への搬出等により、極力リユース（再

使用）・リサイクル（再生利用）に努めます。 
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項目 4.交通渋滞 

意見の内容 実施者の見解 

環状 2 号線を始めとした地区内主要道路におい

て、工事関連車両の待機や違法駐車等が生じること

のないよう、工事仮設計画を十分に検討されたい。 

有明地区においては、有明アリーナ、有明テニス

の森など各競技施設が整備されるほか、民間による

開発も行われている。地域内における各種工事が同

時施工されることから、工事車両の集中、工事現場

周辺の渋滞対応や駐車対策等の環境保全について、

関係者により設けられた協議の場（有明北地区工事

連絡会）において相互に連携、調整を行い、工事を

円滑に遂行されたい。 

工事用車両の走行ルートについては、交通渋滞に

よる影響を軽減するため、極力、生活道路の利用を

回避し、湾岸道路等を利用する計画としています。 

また、工事の実施に当たっては、工事用車両の集

中を避けるため、可能な限り工事工程の平準化に努

めるほか、交通整理員の配置等により、周辺交通へ

の影響の低減に努めます。 

さらに、関係者により設けられた協議の場（有明

北地区工事連絡会）等において、有明北地区におけ

る他の会場等との情報共有を行い、建設の状況を十

分把握した上で、本工事の工事車両運行計画を作成

していきます。 

 

項目 5.交通安全 

意見の内容 実施者の見解 

工事用車両について「特に児童の登校時間（７：

３０～８：３０）において交通安全に配慮する」と

あるが、近隣の保育所の登園は７：００には始まる

ので、７：００頃から歩行者の安全確保を徹底する

こと。また、開催中においても、歩行者の安全確保

を徹底されたい。 

工事用車両の主な走行ルートは（図７.２－５）

となっているが、都道４８４号豊洲有明線と交差す

る江東区道江６１５号及び６１６号線については、

通学路の安全確保のため現在、特殊車両の通行を原

則禁止しているので、ルート計画では十分に注意さ

れたい。 

地域内における各種工事が同時施工されることか

ら、工事車両の集中、歩行者・車両通行等の交通安

全に配慮するよう、関係者により設けられた協議の

場（有明北地区工事連絡会）において、関係者相互

に連携、調整を行い、工事を円滑に遂行されたい。 

近隣の保育所の登園時間帯も考慮して、登校時間

帯（7：00～8：30）は特に歩行者の安全確認等の安

全確保を徹底する計画とします。 

また、工事用車両の走行ルートは、特別区道 江

615 号及び江616 号を利用せず、工事用車両の出入

口についても東京都市計画道路幹線街路環状第二号

線側に限定する計画としています。 

さらに、関係者により設けられた協議の場（有明

北地区工事連絡会）等において、有明北地区におけ

る他の会場等との情報共有を行い、建設の状況を十

分把握した上で、本工事の工事車両運行計画を作成

していきます。 
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項目 6.全般事項 

意見の内容 実施者の見解 

景観法に基づく江東区都市景観条例及び江東区景

観計画を確認のうえ、江東区の景観担当部署と事前

協議されたい。 

日照の阻害、電波障害及び工事中の振動、騒音等

について、周辺の生活環境に十分に配慮してすすめ

られたい。また、近隣関係住民への周知の徹底と要

望・意見等があれば調整をし、良好な近隣関係の保

持に努められたい。 

KOTO 低炭素プラン（江東区地球温暖化対策実行

計画区域施策編）に掲げる温室効果ガス削減の取り

組みを踏まえた施工計画とし、競技大会後の解体に

ついても同様に配慮されたい。 

景観については、本計画は仮設施設として一時的

に建設されるものであり、恒常的に影響を及ぼすお

それはないと考えますが、条例等を踏まえ、引き続

き、江東区の景観担当部署と協議を重ね、適切に対

応していきます。 

日照阻害及び電波障害については、本計画で整備

する仮設建築物の最高高さを抑えること、工事中の

振動及び騒音については、低騒音型の建設機械を積

極的に採用するとともに、不要なアイドリングの防

止に努める等、周辺の生活環境に十分に配慮する計

画としています。また、工事の実施に当たっては、

近隣説明による周知を実施するとともに、公衆の見

やすい場所に現場事務所等の連絡先を表示し、住民

からの問い合わせに対しては、迅速かつ適切な対応

を行い、良好な近隣関係の保持に努める計画として

います。 

また、競技大会後の解体工事も含め、工事の実施

に当たっては、KOTO 低炭素プラン（江東区地球温

暖化対策実行計画区域施策編）も踏まえ、不要なア

イドリングの防止等、温室効果ガス削減に努める計

画としています。 

 


